		2021/06/27
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎支部支部長　山岸一雄　（執筆：河合・山岸））川崎支部便り　第42号　（2021年07月）
オープンで各自が主役：川崎支部





人生を豊かに（雑学のすすめ）
　隠れ犯罪者をご存じですか。FBI元心理分析官が教えています。危険な人たちの特性と行動が有ります。深刻なパーソナリティ障害の一つです。　①上っ面だけの浅薄な魅力　②壮大な自尊心　③息をするようにウソをつく　④狡猾で、人の操作に長けている　⑤罪の意識や良心の呵責がない　⑥感情が薄っぺらい　⑦冷淡で、共感にかける　⑧自分の行動に責任を負おうとしない　⑨つねに刺激を求める　⑩現実的な目標を持たない　⑪衝動的　⑫無責任　⑬行動の制御が出来ない　⑭少年時の非行　⑮若年での問題行動　⑯犯罪にかけては多才　
如何ですか。あなたのお知り合いの方に、似た行動をとる方はいませんか。　これは、他のパーソナリティ障害とはっきり区別出来るのは、良心の呵責や罪の意識を持たない、浅薄な感情、冷淡さや他社への共感の欠如、責任を負おうとしないことです。　世間のルールは、自分には当てはまらいと思っているそうです。まるで隠れ犯罪だそうです。　「危険な人物の見分け方」（メアリー・エレン・オトォール著　㈱学研）を読むと、詳しく記載されています。思わず引き込まれます。
川 崎 点 描 ： 川崎支部活動拠点
今回の図番号は、前号と同じ図を使用する箇所が有るので、内容の照合が分かり易い様に、図―２から始まっています。
【六郷支線】（図―2―①を参照）
　　1927年（昭和2年）3月9日に「川崎駅」～「登戸駅」間17.2Kmの開通と同時に、「矢向駅」～「川崎河岸駅」間1.7Kmも開通しました。以前にもご紹介しましたが、この間を「六郷支線」と呼ばれていました。旅客車輛の発着駅が「川崎駅」に対して、貨車（砂利運搬）の車輛終点及び出発点の「川崎河岸駅」が「川崎駅」と考えても良いのです。川崎河岸駅は多摩川右岸に造られた船着場の上に、砂利運搬貨車から直接運搬船に積込む設備があり、ここから艀（はしけ）等で京浜工業地帯や東京、横浜等、大都市の工事現場に輸送する計画をしていました。この頃は多摩川の水深も浅く、大型船で砂利の運搬が出来ないので能率が低いことと、南武鉄道の貨物輸送収益を上げることも有った様です。
南武鉄道の当初の計画は、旅客車輛も貨物車輛も、現在の「川崎駅」を発着の起点と計画をした様です。しかし、南武線敷設の難問の一つが、現在の「川崎駅」の土地確保でした。当時の川崎駅西口の土地は、東京電気（現在の東芝）が所有していました。その為、南武鉄道の「川崎駅」の建設には、東京電気が国鉄との連絡が悪くなるので、その結果東京電気に少しでも迷惑を避ける為、南武線川崎駅を少し横浜寄りに設置し、旅客車輛の発着起点としました。最初の計画の貨物（砂利運搬）車両も旅客駅と同じ駅を発着起点として、ここから多摩川まで支線を設置する土地の確保が出来ない為、貨物車輛は「矢向駅」より「川崎河原駅」ルートに変更されました。
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自動的に生成された説明]①
②
③

（図―2）
南武鉄道の敷設計画に浅野セメントが株主として参画してくると、最初の計画にはなかった「尻手駅」～「浜川崎駅」（図―2－②参照）間の貨物線が、1930年（昭和5年）3月25日に運行開始されました。この為、「矢向駅」～「川崎岸駅」（図―2－①参照）間は、砂利専用支線になりました。
太平洋戦争中は軍用品をこの支線も使用して船積みしたと言われています。更に戦後は砂利輸送もなくなり、1972年（昭和47年）5月25日に廃止されました。
現在、線路のほぼ全区間が「さいわい緑道」と名付けられ、整備されています。現在、線路や駅の跡地の北側は、河原町団地と河原町小学校、そして南側は幸町小学校となり、緑道は二つの学校が挟む形になっています。また、南武線川崎駅西口の東京電気（現在の東芝）の跡地は、「ラゾーナ川崎プラザ」となって開発されています。「川崎駅」周辺は工業都市川崎の時代から大きく変貌しています。是非散策をお勧めします。
【宿河原砂利専用軌道】（図―6－⑥、図―6‘、図―7－⑥、図－6’の写真―①から⑥を参照）
　現在の宿河原駅より多摩川に向かって、梨畑の中に弧を描く様に支線が資料地図（昭和12年参謀本部陸地測量部発行地形図登戸　1/10,000）にあることが分かります。多摩川から左に折れて、川筋を川下方向に伸びています。他の地図ではもっと長く、線路は現在の東名高速の先の多摩区堰（せき）の県立向の岡工業高校の辺りまで伸びていました。昭和２年発行の「南武鉄道図絵」や昭和５年の「南武鉄道沿線図」にも軌道が描かれ、南武鉄道の開業当初からあったことが分かります。
　宿河原の河川敷は砂利採取の最も有力な地とされ、線路の長さからもそのことを物語っています。この線路後は現在の地図上でも、見事に線路後がそのまま弧を描いた道として、宿河原駅北側から稲田中学校の裏を通り、多摩沿線道路まではっきりと残っています
　その後、砂利の乱掘によって、多摩川の河床低下、洪水等の問題、金融恐慌によるセメント価格の低落等により砂利採取が衰退し、引き込み線は長く使われず、昭和30年頃まで線路は残されていたと言われています。（以上、稲田郷土史全機関誌「あゆたか」第25号より）
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低い精度で自動的に生成された説明]（図―6　軌道跡）⑥
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中程度の精度で自動的に生成された説明]（図―6‘　現在の道路）⑤
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中程度の精度で自動的に生成された説明]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多摩川
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（図―7　昭和12年参謀本部陸地測量部）
　　[image: 橋の上を走る電車

低い精度で自動的に生成された説明]
[bookmark: _Hlk73280400]（図－６‘写真①－南武線北側の歩道橋から）（南部線の左は宿河原駅。電車は待機線で出番待ち。上方は登戸方向で、右下歩道マークの右手に砂利運搬支線が有った方向。）
　　[image: 町の交差点

自動的に生成された説明]
[bookmark: _Hlk73280412]（図－６‘写真②）（正面歩道橋側が宿河原駅。上記①の歩道橋や支線が有った場所（カーブしている）。運搬貨車は左方向に進み、南武線線路と合流。上記①の手前で合流。道路手前は「宿河原駅北側交差点」経由で、多摩川方向。）
　　[image: 建物の間の道路

中程度の精度で自動的に生成された説明]
（図－６‘写真③）（道路手前は宿河原駅北側。道路前方は宿河原駅北側交差点経由で、多摩川方向。）
　　[image: 建物の間の道路

中程度の精度で自動的に生成された説明]
（図－６‘写真④）（宿河原駅北側交差点。道路上方が宿河原駅方向。道路手前が多摩川方向。交差点右方向が登戸。左方向は久地・溝口方向。交差点手前右側が稲田中学校。）
　　[image: 建物の前の道路を走るトラック

低い精度で自動的に生成された説明]
（図－６‘写真⑤）（道路正面突き当りは多摩川沿線道路及び多摩川の土手。道路手前が宿河原駅北側交差点、稲田中学校方向。）
　　[image: ボート, 水, 男 が含まれている画像

自動的に生成された説明]
（図－６‘写真⑥）（多摩川土手からの宿河原駅北側交差点、稲田中学校方向。手前道路の多摩沿線道路の右方向は登戸、左方向は二子。宿河原砂利運搬軌道は、左方向の東名高速道路及び「向の岡工業高校」近辺まで軌道が伸びていたと、地元お米店からの情報）
　
【中野島砂利専用軌道】　（図－7―⑤）
　中野島駅より多摩川の現在の二ケ領中野島取入口（上河原堰）（図－５参照）付近まで伸びていたことが分かります。また、線路の記号が途中で変わっているそうで、おそらく引込み線の先の河川敷内は手押しトロッコの様な簡易軌道が敷かれていたのでないかとのことです。昭和初期の「沿線案内」にも軌道が描かれて「砂利採取場」の名が描かれています。
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自動的に生成された説明]（図―8）（出典：Yahoo Japan）
[image: マップ が含まれている画像

自動的に生成された説明]（図―5）（出典：Yahoo Japan）
　現在、宿河原の様な軌道跡は留めていないが、当時は現在のカリタス学園辺りの一面桑畑や梨畑の中を、トロッコの様な砂利運搬車行き来したことが考えられるとのこと。この軌道も長く続かず、短期間で姿を消したものと思われています。（以上、引用書類は「あゆたか」第25号より）

【小田急電車が南武線を走った？】（登戸連絡線）（図―3―④、図―6、写真⑦～写真⑨）
　　南武鉄道の登戸と小田原急行の当時の稲田登戸（現在の向ヶ丘遊園駅）間に連絡線路が有りました。『鉄道ピクトリアル』第568号（1992年（平成4年）12月）の「小田急と南武鉄道」の中に、登戸連絡線の話が取り上げられています。
[image: 建物, 光, 屋外, 交通 が含まれている画像

自動的に生成された説明]南武線
多摩川

（図―9廃線4年前の1963年）（出典：Yahoo Japan）
[image: 電車の線路

自動的に生成された説明]
（写真⑦―南武線登戸駅から宿河原方向）（直線部分の右側から連絡線が合流）（出典：Yahoo Japan）
[image: 駅のホームと線路

自動的に生成された説明]
（写真⑧―向ヶ丘遊園駅ホームから登戸方面を撮影）
[image: 鉄道を走っている列車の白黒写真

中程度の精度で自動的に生成された説明]
（写真⑨―「鉄道ピクトリアル」から。手前に連絡線の線路が写っている）
　両車の新設協定成立　1935年（昭和10年）9月。
　両車所属貨車の相互乗り入れ認可　1936年（昭和11年）9月11日。
　これで両社の連絡線の成立が分かります。この成立で、「登戸連絡線」は1936年（昭和11年）には、現在の小田急線「向ヶ丘遊園駅」（当時は稲田登戸駅）から多摩川方面に向かい、現在の向ヶ丘遊園駅と登戸駅の中間辺りから、東に（川崎方面）向きを変えて、ゆっくりとカーブを取り、南武線の登戸駅と宿河原駅の間で南武線軌道に接続しました。
この登戸連絡線の目的は、多摩川沿いの稲城長沼方面他で取れた砂利、相模川の砂利を、南武線を利用して、京浜工業地帯方面や、「川崎河岸駅」より船で運搬されたのかもしれません。また、1937年（昭和12年）10月には、小田急線側から南武線に入り、東京の府中市に誘致した府中競馬場への客の輸送にも使われたそうです。更に、南武線は1947年（昭和22年）の太平洋戦争の終戦後、乗客輸送の車両不足から、小田急線の客車両を借りて運行をしたそうです。これは、1947年の5月～10月の約半年間であったそうです。小田急線の車両が、南武線の軌道を運行した事実は有ったのです。そして、ことによると、この借りた客車の移動が「登戸連絡線」の使用の最後であったかもしれないそうです。その後、軌道は長く放置されていたようですが、1967年（昭和42年）3月、完全に廃止されたそうです。　
　1
　私は1946年（昭和21年）～1949年（昭和24年）初めまで、3歳～6歳の約3年間を多摩区役所の近くに住んでいましたが、この様な支線が有った事は全く知りませんでした。現在の向ヶ丘遊園駅側には、現在閉園した向ヶ丘遊園まで、府中街道と二ケ領用水に沿って、先頭にお猿さんが乗った豆電車が発・着していた事は今でも思い出しますが、「登戸連絡線」の鉄道の線路が有った事は、残念ながら記憶に有りません。
（参考：書籍・南武線物語　発行・多摩川新開社、書籍・南武線いまむかし　発行・多摩川新開社）
【市ノ坪短絡線】（図―2―③、写真⑩、写真⑪）
　南武線「向河原駅」と旧新鶴見操車場との間に、市ノ坪短絡線が有ったそうです。南武線の貨物を新鶴見操車場へ運ぶために開設された、貨物専用の路線が有ったそうです。また。向河原駅と平間駅の中間に武蔵中丸子駅が有ったそうです。市ノ坪短絡線は向河原駅のNEC側に用地が残っています。1929年（昭和4年）開業、1973年（昭和48年）に廃止となりました。約44年間の活躍でした。
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自動的に生成された説明]（出典：Yahoo Japan）
[image: 鉄道を走っている電車

自動的に生成された説明]
（写真⑩―向河原駅のNEC側に用地が残されている）（出典：Yahoo Japan）
[image: 歩道の上に置かれたベンチ

低い精度で自動的に生成された説明]
(写真⑪―市ノ坪短絡線路跡と武蔵中丸子駅跡)（出典：Yahoo Japan）

【日本ヒューム管㈱と津田山駅と引き込み線】（2000年（平成12年）日本ヒューム管に社名を改めました）
　1945年（昭和20年）4月15日に、川崎の内陸工業地帯へ夜間の空襲が有り、大きな被害を受けてしまいました。細長い工業都市川崎は埋立て地もすでに余地はなく、工場関係も煙を出さない工場も、溝口近辺まで相当進出して来ていました。1940年（昭和15年）に日本ヒューム管株式会社が、現在の津田山駅（1940年にはまだ駅はありませんでした）の緑ヶ丘霊園の方に、踏切を渡った直ぐ左右（右側はスーパーマックスバリュ津田山店、左側は下作延小学校）に日本ヒューム管川崎工場が鶴見から移転して来ました。1941年（昭和16年）2月5日に、工場と隣接して「日本ヒューム管前停留所」（現在の南武線津田山駅―1943年（昭和18年）駅に昇格）が開通しました。
　土木建設に使うコンクリート製の大型パイプを造る会社で、当時は荷馬車やトラックも使用されましたが、これらでは輸送出来ず、当時の南武鉄道から引き込み線を造り、貨車を引込んで輸送せざるを得ませんでした。また引き込み線を造ると、分岐点に信号場か駅を造る必要が有るので、工場での通勤者輸送必要になり、この分岐点に駅を造ることにしたそうです。
　駅は工場への引込み側に貨車の留置線も造られ、溝口駅と日本ヒューム管前駅（現在の津田山駅）間は、複線可能な用地は有りましたが、両側にホームを造るだけの用地がなく、島形のホームとなったそうです。そして、日本ヒューム管前駅と久地梅林停留所間が複線化されました。1943年（昭和1８年）には「日本ヒューム管前停留所」が「駅」に昇格、更に1944年（昭和19年）4月1日に南武鉄道が国有化されたと同時に「日本ヒューム管前駅」は「津田山駅」、「久地梅林」は「久地駅」に改称されました。日本ヒューム管川崎工場の東側は1980年頃（昭和55年頃）閉鎖し、川崎市立下作延小学校、西側は1991年（平成3年）頃閉鎖され、日本ヒューム川崎営業所とスノーヴァ溝の口―R246が入る津田山NHビル（平成11年竣工）、マックスバリュ津田山店（平成15年10月開店）、川崎市子ども夢パーク（平成15年7月開所）となっています。
（書籍・南武線物語　発行　多摩川新聞社、南武線いまむかし　発行　多摩川新聞社、Yahoo Japan WEB）

　現在のJR南武線は川崎市内の多くの鉄道敷設発起人達によって「多摩川砂利鉄道」として、当時の「鉄道院」に敷設申請をしたのが1919年（大正8年）5月でした。翌年、1920年（大正9年）1月末
免許が交付され、1927年（昭和2年）3月9日に川崎駅～登戸駅間と貨物（砂利輸送）の支線、矢向駅～川崎河原駅感が開業し今年（2021年）で満94歳になります。
　申請を提案してからでは102年となります。砂利、石灰岩、そして旅客の輸送を目的としてスタートしましたが、私鉄から国有化され、砂利輸送が無くなる等、多々問題に出会いながら、旅客専用鐡道として工業都市川崎市を盛り立ててきた動脈的な鉄道であり、これからも川崎市はもとより、近郊の都・市・区・町・村と鉄道を介し、連携し益々の地域の発展への活躍に、期待したいと思います。

【参考資料】
1. 南武線物語：著者　五味洋治、発行　多摩川新聞社
2. 南武線いまむかし：著者　原田勝正、発行　多摩川新聞社
3. 稲田郷土史会機関誌「あゆたか」第25号
4. Yahoo Japan WEB：南武鉄道沿線案内・登戸連絡線・鉄道歴史地図・南武線市ノ坪短絡線等
5. 「あゆたか」内地図：昭和12年参謀本部陸地測量部発　１/10,000地形図「登戸」
6. 川崎市多摩区役所：提供資料
（８しゅってん（しゅってん討ち入り時の浪士の配置が記された
支部の活動
1 2021.05.29（土）に第2回幹事会を開催し、川崎支部便り製本発行、その他について、活発な意見交換が行われました。
2 次回の講演会は、「日本人の1％しか知らない幻の新奥沢線」です。（二子玉川夢キャンパス　14時開演）（母校経営工学部OB　染野和夫氏です）
[bookmark: _Hlk73262934]（「緊急事態宣言延長で、2021.06.26（土）⇒2021.08.28（土）に延期。 
ご存じですか
かっては国技館の土俵の屋根の四隅に柱が有りましたが、1952年（昭和27年）から吊る方式に変わりました。土俵は15尺（455ｃｍ）で、この相撲は「日本書紀」にも記載が有ります。番付表は、本場所の成績を基に会議を経て決定し、次の本場所初日の13日前に発表されます。中央最上段の「蒙御免」は江戸時代の名残で、興業の許可を得たしるしです。「千穐万歳大々叶（せんしゅうばんざいだいだいかなう）は大相撲の繁栄を願う祝詞です。

次号もお楽しみに。
皆様のご意見・ご感想をお待ちしています。（連絡先：k_yamagihi@6kou.co.jp 山岸宛） 
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